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ＪＡほくさいの
地域貢献活動を紹介します！

　当ＪＡは、農業の発展と地域活性化を目的に、
ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金
を活用し、地域貢献活動を行ってまいりました！

子ども食堂、フードパントリー等へ農産物の寄贈

災害時用物資や資材の確保

ＪＡほくさいは、子
ども食堂やフードパ
ントリーの活動に共
感し、地元でとれた
農産物を寄贈してい
ます。

災害時用
のテント 備蓄用バームクーヘン 台車

夏休みのイベントで子ども達に、地元でとれた
旬の果物をたべてもらえるように、スイカと梨
を寄贈しました！

地元でとれた新米の「彩のかがやき」750㌔をＪＡ
ほくさい管内の子ども食堂等に寄贈しました。

加須市大利根地区のイチ
ゴ「紅ほっぺ」を寄贈
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食と農を育む収穫体験（米・カリフラワー・トウモロコシ・ブロッコリー）

少年スポーツ大会に協賛

婚活交流会 ドライブラリーで地元農産物をＰＲ

農産物の収穫体験をとおし、食農教育を実践しています。
令和６年度はトウモロコシやカリフラワー、ブロッコ
リーの収穫と、田植えと稲刈り体験を行いました。

次世代を担う少年、少女が
スポーツをとおして心と身
体を育てることを目的とし
た少年スポーツ大会に協賛
し、トロフィーやメダル、
ＪＡほくさいオリジナル
パックご飯を寄贈しました。

担い手支援の一環で、婚活交流会を開催して
います。令和６年度は８月に開催し、2組の
カップルが成立しました。

消費者を対象に、農業収穫体験とＪＡほくさ
いの農産物直売所を巡るドライブラリーを実
施し、地元農産物をＰＲしました

バスケットボール大会

サッカー大会

野球大会

バレーボール大会

チーム一丸となって
優勝しました！

（中央キャッスルキッズ
フットボールクラブ）

大きなブロッコリーが
とれたよ！

ス イ ー ツ
バ イ キ ン
グ を 楽 し
む参加者

枝 豆 を 引
き 抜 く 子
ども達
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理
事
会
か
ら

1
月
28
日
の
議
案

①
第
29
回
通
常
総
代
会
開
催
日
程

に
つ
い
て

②
窓
口
営
業
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

③
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
す
る
基
本
方
針
の
制
定
に
つ

い
て

④
業
務
引
継
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑤
遊
休
不
動
産
（
旧
埼
玉
倉
庫
土

地
）
の
処
分
に
つ
い
て

⑥
信
用
事
業
方
法
書（
為
替
取
引
）

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑦
理
事
に
対
す
る
貸
出
金
の
承
認

に
つ
い
て

⑧
理
事
に
対
す
る
貸
出
金
の
承
認

に
つ
い
て

⑨
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

⑩
騎
西
Ｃ
Ｅ
麦
種
子
乾
燥
料
金
の

設
定
に
つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

〈
日
時
〉　

４
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

　

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

税
務
法
律
相
談

4
月
7
日
に
本
店
で
開
催

令和7年度　税務・法律無料相談日程表
年 区分 相談日 曜日 時間 相談場所 担当部署 電話番号

令和
7年

法律
税務 4/7 月 13:30～ 本　店 資産管理課 048-

563-3000
法律
税務 5/7 水 13:30～ 行田中央

支店
資産管理
行田営業所

048-
556-1171

法律
税務 6/2 月 13:30～ 加須中央

支店
資産管理
加須営業所

0480-
61-0905

法律
税務 7/7 月 13:30～ 本　店 資産管理課 048-

563-3000
法律
税務 8/4 月 13:30～ 行田中央

支店
資産管理
行田営業所

048-
556-1171

法律
税務 9/1 月 13:30～ 加須中央

支店
資産管理
加須営業所

0480-
61-0905

法律
税務 10/6 月 13:30～ 本　店 資産管理課 048-

563-3000
法律
税務 11/4 火 13:30～ 行田中央

支店
資産管理
行田営業所

048-
556-1171

法律
税務 12/1 月 13:30～ 加須中央

支店
資産管理
加須営業所

0480-
61-0905

令和
8年

法律
税務 1/5 月 13:30～ 本　店 資産管理課 048-

563-3000
法律
税務 2/2 月 13:30～ 行田中央

支店
資産管理
行田営業所

048-
556-1171

法律
税務 3/2 月 13:30～ 加須中央

支店
資産管理
加須営業所

0480-
61-0905

営業時間変更のお知らせ
令和７年４月１日より　　　
営業時間が変更となります。

金融・共済窓ロ
営業時間

平日：午前９時から
　　　午後３時まで
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窓口での通帳コメント入力サービス取扱終了のお知らせ

カメムシの越冬調査をしました（加須農林振興センター）

─ 結 果 概 要 ─

⃝水田畦畔や法面では越冬虫を確認できず、より条件の良い場所へ移動していると推察される。
⃝倒木や人工物の下、河川敷など、日だまりで雨風をしのぐことのできる場所であれば広く越
冬している様子が確認できた。

⃝適度な湿度が保てて温度変化が小さく、低温になり過ぎない場所に集まっている傾向がある
⃝イネカメムシの他、イチモンジカメムシやツヤアオカメムシ等の果樹カメムシ類も確認され
た。

太枠内（備考１）へのコメント記入（入力）の終了

　当ＪＡは、組合員・利用者様からのご依頼に基づき、入金・出金伝票の「備考」欄にご記入い
ただいた文字等を貯金通帳へコメント表示しておりましたが、誠に勝手ながら、窓口での待ち時
間短縮および窓口業務の見直し等のため、令和７年３月31日㈪をもちまして通帳コメント入力
サービスの取扱いを終了させていただきます。
【終了するサービス内容】
　普通貯金（貯蓄貯金含む）の入金・出金伝票の「備考」欄に記入された文字等の通帳への表示
　※給与振込や公共料金等の口座振替の自動引落処理結果は引き続き通帳へ表示されます。
【該当取引伝票】

●調査日
令和７年１月14日㈫

●調査場所
JAほくさい管内
　①雑木林
　②利根川河川敷
　③駐車場
　④耕作放棄地
　⑤畦畔・法面 シュロ倒木の下の

イネカメムシ
倒木の下のイネカメムシと

果樹カメムシ

❺



日本寄港史上最大※の豪華客船 MSCベリッシマで極上の船旅を

ＭＳＣクルーズで航く
釜山・佐世保６日間の旅
旅行実施日：2025年5月13日火～18日日

♦最新鋭のイタリア豪華＆大型
客船ＭＳＣベリッシマに乗船。横
浜港を出航し釜山港へ寄港。韓国
で２番目に大きな都市を観光しま
す。その後、佐世保、有田市内を
観光後、東京に戻ります。
♦ドリンクバーパッケージ付き！
船内の食事会場やバーにて指定の
お飲みのものをお楽しみいただけ
ます。
♦１日80US＄するアウレア・ス
パのサーマルエリアを全日無料で
ご利用いただけます。
♦レストランの専用エリアでお好
きな時間に夕食を召し上がれま
す。

この旅行に参加するためには、旅
行日程+６か月有効なパスポート
が必要にまります。お申し込み時
は必ずパスポートの残存期間をご
確認ください。

※2022年までに来航客船の中で
　最大の客船です※総トン数

～ツアーポイント～

□旅 行 代 金	 298,000円
□募集締切日	 2025年３月31日㈪
□募 集 人 員	 150名様（最小催行人員80名様）
□添　乗　員	 横浜港を起点に全行程同行いたします。
□食 事 条 件	 朝５回（船内）・昼４回（船内）・夕５回（船内）
※お部屋は「デラックスバルコニーアウレアキャビン（上層階中央指
定）」になります。
※お部屋を１名様１室でご利用の場合は170,000円の追加料金がか
かります。
※３名１室でご利用の場合は、旅行代金がおひとり様15,000円割引
となります。（おひとり様はエキストラベットとなります。）
※旅行代金の他に港湾税（US＄250）が別途必要となります。
※船上では国際観光旅客税（1,000円）、船上チップ（１泊につきUS
＄18）が別途必要になります。

 株式会社農協観光 埼玉エリアセンター　☎ 048-830-1210お申込み・
お問合せ先
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※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

　

ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
う
ち
、
辛
味
の
な
い
肉

厚
の
楕
円
（
だ
え
ん
）
形
の
も
の
が
ピ
ー

マ
ン
で
す
。
ま
た
、
パ
プ
リ
カ
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
は
、赤
、黄
、橙（
だ
い
だ
い
）

な
ど
の
着
色
し
た
完
熟
果
を
収
穫
す
る
品

種
で
す
。
高
温
性
で
暑
さ
に
強
く
、
病
害

虫
が
少
な
い
の
で
栽
培
し
や
す
い
野
菜
で

す
。

［
品
種
］ 

ピ
ー
マ
ン
の
育
苗
期
間
は
70
～

80
日
と
長
い
た
め
、
苗
の
購
入
が
便
利
で

す
。
品
種
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
で

す
が
「
京
ま
つ
り
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
翠

玉
二
号
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
な
ど
が
良
い

で
し
ょ
う
。

［
良
い
苗
の
選
び
方
］
良
い
苗
は
、
①
本

葉
8
～
10
枚
で
、
双
葉
が
付
い
て
い
る 

②
茎
が
太
く
節
間
が
短
く
し
っ
か
り
し
て

い
る 

③
葉
が
緑
色
で
つ
や
が
あ
る 

④
一

番
花
の
つ
ぼ
み
が
付
い
て
い
る 

⑤
病
害

虫
の
な
い
も
の
、
で
す
（
図
1
）。

［
畑
の
準
備
］
植
え
付
け
2
週
間
前
に
、

1
㎡
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
ま

い
て
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。
1

条
植
え
の
場
合
は
1
週
間
前
に
幅
70
㎝

程
度
の
栽
培
床
を
作
り
、
中
央
に
幅
30

㎝
、
深
さ
20
㎝
の
溝
を
掘
り
溝
１
ｍ
当
た

り
化
成
肥
料（
N
P
K
各
成
分
10
％
程
度
）

2
0
0
g
と
堆
肥
2
、
3
㎏
を
施
し
て
お

き
ま
す
（
図
2
）。

［
植
え
付
け
］
晩
霜
の
恐
れ
が
な
く
な
っ

た
ら
、
株
間
50
㎝
程
度
で
植
え
付
け
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
黒
の
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
マ
ル

チ
を
し
、
地
温
を
高
め
て
お
き
ま
す
（
図

3
）。

［
整
枝
・
誘
引
］
植
え
付
け
と
同
時
に
仮

支
柱
を
斜
め
に
挿
し
、
株
を
支
え
ま
す
。

一
番
花
が
着
果
す
る
と
、
脇
芽
が
伸
び
て

く
る
の
で
、
一
番
花
の
す
ぐ
下
か
ら
出
る

勢
い
の
良
い
2
本
の
側
枝
を
残
し
、
他
は

取
り
除
き
3
本
仕
立
て
に
し
ま
す
。
そ
し

て
、
一
番
花
よ
り
下
の
脇
芽
は
早
め
に
摘

み
取
り
ま
す
（
図
4
）。
な
お
、
一
番
花

は
着
果
負
担
が
あ
る
た
め
、
開
花
中
に
摘

花
し
ま
す
。
そ
の
後
、
主
枝
ま
た
は
側
枝

に
沿
っ
て
１
ｍ
以
上
の
支
柱
2
、
3
本
を

交
差
さ
せ
て
誘
引
・
固
定
し
ま
す
。

［
追
肥・
灌
水
（
か
ん
す
い
）］
収
穫
が
始

ま
る
頃
か
ら
、
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
の
裾
を

め
く
り
、
1
㎡
当
た
り
（
約
4
株
分
）
化

成
肥
料
50
ｇ
程
度
を
株
元
に
ま
き
、
土
寄

せ
し
ま
す
。
そ
の
後
、
半
月
置
き
に
畝
の

裾
に
同
量
を
収
穫
中
休
み
な
く
与
え
ま
す
。

根
張
り
が
浅
く
、
乾
燥
に
弱
い
の
で
夏
場

は
毎
日
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

［
剪
定
（
せ
ん
て
い
）］
盛
夏
に
な
る
と
、

枝
が
込
み
合
い
、
葉
が
茂
っ
て
果
実
へ
の

日
当
た
り
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
の
頃
に
重
な
っ
た
枝
を
剪
定
し
ま

す
。

［
病
害
虫
防
除
］
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
マ
ラ

ソ
ン
乳
剤
、
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤
な
ど
の
登

録
農
薬
で
防
除
し
ま
す
。

［
収
穫
］
開
花
後
15
～
20
日
、
30
ｇ
程
度

の
つ
や
の
あ
る
若
い
果
実
を
収
穫
し
ま
す
。

　  
ピ
ー
マ
ン
（
整
枝
、
追
肥
、
灌
水
、
剪
定
で
長
期
収
穫
）

　
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　
家
庭
菜
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園
芸
研
究
家 

● 

成
松
次
郎
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図２「えみほころ」の玄米 図１　展示ほ「えみほころ」の草姿

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

　

昨
年
は
一
昨
年
に
続
い
て
記
録

的
な
猛
暑
と
な
り
、
加
え
て
稲
穂

を
加
害
す
る
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
が
例

を
見
な
い
ほ
ど
大
量
発
生
し
ま
し

た
。
水
稲
生
産
者
の
皆
さ
ま
が
大

変
ご
苦
労
さ
れ
た
一
年
だ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
様
な
状
況
の

中
、
加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
管
内
の
生
産
者
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
高
温
耐
性
に
優
れ
た
県
育

成
品
種
「
え
み
ほ
こ
ろ
」
の
展
示

ほ
を
設
置
し
ま
し
た
。
５
月
上
旬

の
早
期
栽
培
か
ら
６
月
の
麦
あ
と

栽
培
の
４
地
点
で「
え
み
ほ
こ
ろ
」

の
現
地
適
応
性
を
評
価
す
る
た
め

の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
生
育
の
特
徴

　

５
月
植
え
で
７
月
下
旬
、
６
月

中
旬
植
え
で
８
月
中
旬
に
出
穂
し

ま
し
た
（
表
１
）。
ま
た
、
５
月

植
え
で
は
９
月
上
中
旬
、
６
月
中

旬
植
え
で
９
月
下
旬
に
収
穫
適
期

を
迎
え
ま
し
た
。
本
来
「
え
み
ほ

こ
ろ
」
は
、
５
月
中
旬
移
植
で
８

月
上
旬
に
出
穂
す
る
中
晩
生
品
種

で
す
が
、
昨
年
の
猛
暑
の
影
響
で

想
定
よ
り
出
穂
・
登
熟
が
早
ま
っ

た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
稈
が
し
な
や
か
な
品
種

の
た
め
、
全
て
の
展
示
ほ
で
倒
伏

は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

し
、
草
丈
が
比
較
的
高
い
た
め
、

台
風
や
登
熟
期
後
半
の
曇
天
が
続

く
よ
う
な
年
で
は
倒
伏
に
注
意
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
収
量
お
よ
び
品
質

　

坪
刈
収
量
は
４
地
点
の
平
均
で

5
4
8
㎏
／
10
a
で
し
た
。
最
も

収
量
の
高
か
っ
た
ほ
場
は
6
0
0

㎏
／
10
a
を
超
え
て
い
ま
し
た

（
表
１
）。

　

品
質
に
つ
い
て
は
J
A
ほ
く
さ

い
の
検
査
員
に
よ
る
検
査
の
結
果
、

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
被
害
が
見
ら
れ

た
１
地
点
を
除
き
、
１
等
相
当
で

し
た
（
1
・
8
㎜
ふ
る
い
目
で
調

製
、
色
彩
選
別
機
な
し
）。
協
力

新
品
種
「
え
み
ほ
こ
ろ
」
展
示
ほ
の
調
査
結
果

い
た
だ
い
た
生
産
者
か
ら
は
「
倒

れ
ず
作
り
や
す
い
」「『
に
じ
の
き

ら
め
き
』
の
代
替
と
し
て
導
入
し

た
い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

●
調
査
で
見
え
た
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

１
生
育
期
間
を
通
し
て
葉
色
が
淡

く
推
移
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
既
存
の「
彩
の
き
ず
な
」

等
と
同
様
に
葉
色
診
断
す
る
と
、

過
剰
に
追
肥
し
て
し
ま
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

２
「
彩
の
き
ず
な
」
や
「
彩
の
か

が
や
き
」
と
同
様
に
紋
枯
病
の

発
生
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
窒
素

過
多
、
過
繁
茂
状
態
や
高
温
多

湿
条
件
で
多
発
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
防
除
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
県
で
は
昨
年
実
施
し
た

展
示
ほ
や
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
の
試
験
デ
ー
タ
を
も
と
に
高
温

対
策
を
組
み
込
ん
だ
「
え
み
ほ
こ

ろ
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
普
及
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　

現
在
、
加
須
市
と
幸
手
市
の
２

か
所
に
採
種
ほ
を
設
置
し
、
令
和

８
年
の
種
子
供
給
を
目
指
し
て
種

子
の
生
産
・
確
保
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き

生
産
者
の
皆
さ
ま
に
「
え
み
ほ
こ

ろ
」
の
特
性
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
管
内
の
複
数
地
点
で

展
示
ほ
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
の
12
月
１
日
か

ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ベ
ル
ク

で
の
試
験
販
売
が
開
始
さ
れ
、
県

も
本
格
的
な
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

水
稲
栽
培
農
家
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
米
生
産
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
「
え
み
ほ
こ
ろ
」
の
速
や
か
な

普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

表１　令和６年展示ほにおける「えみほころ」の生育・収量

№ 設置
場所

施肥量
（窒素成分：㎏/10a）

田植
日

出穂
期

収穫
日

稈長
（㎝）

穂長
（㎝）

穂数
（本/㎡）

千粒重
（g）

坪刈
収量

（㎏/10a）
1 加須市・

早期
9

（一発） 5/2 7/25 9/2 93 20.9 390 20.9 612

2 加須市・
早植

10
（一発） 5/14 7/29 9/10 83 22.2 306 20.8 489

3 羽生市・
早植

9
（基＋追） 5/14 7/28 9/10 86 21.6 451 21.6 559

4 行田市・
大麦あと

10
（基＋追） 6/13 8/15 9/23 91 22.3 318 22.9 530
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　１月29日に北川辺とまと研究会の増田貴夫会長と
杉山直樹副会長が、ＪＡ本店を訪問し大塚宏組合長に
北川辺特産のトマト「木甘坊」を手渡しました。
　同会は18戸で６㌶を栽培しています。
　増田会長は、「現品種の「れおん」はＡ品率が高く
規格も安定している。市場関係者からの信頼も厚く、
このまま品質を維持し有利販売に繋げたい」と意気込
みを語りました。
　大塚組合長は、「北川辺ブランド「木甘坊」の産地
振興に努めていきたい」と激励しました。

　出荷のピークは５月～６月。シーズン終盤となる７月上旬までに1,500㌧を出荷する予定です。

　加須農産物直売所協議会は1月28日に、千葉県のJＡ千葉みらいが運営する
直売所「しょいか～ご千葉店」で研修を行いました。
　参加者は同会員やＪＡ関係者など32人。
　直売所の職員から、直売所の概要などを説明された後、店内の陳列やバック
ヤードを見学しました。
　同協議会の山﨑博行会長は「直売所運営など、学んだことを今後の協議会に
取り入れていきたい。会員同士の親睦も図れた」と笑顔で話していました。

　ＪＡは、管内各市の社会福祉協議会に米の「彩のかがやき」1㌧を寄贈しました。
　昨年11月、12月に販売した「ＳＤＧｓ定期貯金キャンペーン」の企画で、定期
貯金することで利用者に間接的にＳＤＧｓに取り組んでもらうことが目的。
　１月下旬から各市の社会福祉協議会に配布しました。
　２月３日に羽生市社会福祉協議会で、同ＪＡ金融共済担当の福田剛史常務が同協
議会の河田晃明会長に「彩のかがやき」５㌔48袋と２㌔75袋を手渡しました。
　河田会長は「いただいたお米は子ども食堂４団体が１日100食ずつ、支援が必要
なご家庭に提供しています。農協と農業の発展をお祈りします」と感謝の言葉を述
べました。
　福田常務は「地元の美味しい米を、沢山の子ども達に味わってもらいたい」と語
りました。

　ＪＡ年金友の会（箱島登
会長）は２月４日から６日
まで、千葉県鴨川温泉の鴨
川グランドホテルへ親睦旅
行に出かけました。
　全地区から266人の会員
が参加しました。
　夕食時に行われた親睦会

では、同会支部長とＪＡ大塚宏組合長から会員拡大や日頃からＪＡを利用いただいている御礼を含めた挨拶があり
ました。
　抽選会では旅行券や宿泊ペアチケットなど様々な商品が用意され、当選番号が発表されるたびに大きな歓声が上
がりました。また、恒例の歌謡ショーではＣＨＡＰＰＹ（チャッピー）さんのものまねショーと花咲ゆき美さんの
歌唱で盛り上がりました。

北川辺とまと研究会がＪＡを訪問

加須農産物直売所協議会が研修旅行

ＪＡが社協に「彩のかがやき」１トン寄贈

年金友の会が親睦旅行

左から杉山直樹副会長、大塚組合長、増田会長、蓮見専務

ものまね&歌謡ショー

直売所の職員から説明を受ける会員ら

河田会長に「彩のかがやき」を
手渡す福田常務㊨

お楽しみ抽選会挨拶する箱島会長

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　加須市北川辺地区の北川辺いちご部は、12月９日からイチゴ「べにたま」の出荷
を始めました。５月中旬まで約30㌧を県内市場へ出荷する予定です。
　同部の部員は８人で「べにたま」を栽培しており、合計栽培面積は67㌃。
　埼玉県育成新品種の「べにたま」は、大粒で色つやが良く、ジューシーで糖度が高
いのが特徴。早生で多収、果実が傷みにくく輸送性に優れ市場出荷に適しています。
　大谷寿男部長は「出荷スタートが遅れたが上々の出来。これから更に味ものってく
るので楽しみにしてほしい」と笑顔で話しています。

　１月16日、学校法人佐藤栄学園花咲徳栄高等学校食育実践科の生徒が加
須市水深地区の農家を訪れ、キュウリの収穫体験をしました。
　同校と同市の連携事業の一環で、収穫体験を通して生産者から農作業や農
産物の栽培方法を学ぶことが目的です。
　同科の１年生７３人が、３か所の農家を訪れました。
　内17人の生徒が加須市園芸組合連合会の佐久間尉匡会長のほ場で越冬キ
ュウリの収穫体験をしました。
　佐久間会長はキュウリ栽培について説明した後、新鮮なキュウリの見分け方を実物のキュウリを見本に教え、規格
についても説明した。また、収穫時には生徒にハサミの使い方や収穫適期のキュウリを選び丁寧に指導しました。
　生徒の中尾昂永さんは「私たちの口に入るキュウリは規格内のもので、規格外となったキュウリは市場に出回らな
いことを学べた」と実習を終え、感想を述べました。
　佐久間会長は「加須市のキュウリは県内でもトップクラス。生徒に地元でとれる農産物に興味を持ってもらい、地
産地消を意識してほしい」と語りました。

北川辺いちご部が「べにたま」出荷

高校生がキュウリ収穫体験

「べにたま」をＰＲする大谷部長㊧と、髙橋春輝副部長

生徒にキュウリの収穫を指導する佐久間会長

　ＪＡ女性部行田中部支部は１月20日に、行田中央支店で厚生産業
㈱の成瀬規彦氏を講師に迎え、「みそ作り研修会」を開きました。
　参加した部員は9人。
　参加者は講師指導のもと、Ａコープ商品の「米こうじ」300㌘に塩
180㌘を加えたものを、すりつぶした国産大豆水煮１㌔と混ぜ合わせ
タッパーに詰め、塩分13％出来上がり1.5㌔の味噌を仕込みました。
　同部の長谷川佳子部長は「部員の要望でみそ作りをしました。出来
上がりがとても楽しみ。皆さんと楽しい時間を過ごせて良かったです」
と話していました。

　ＪＡは１月25日、積水ハウス㈱と連携し、ＪＡ管内の組合員を対象に宅建事業の拡大と地元の農産物のＰＲを目
的とした、イチゴ狩りと温泉、ミュージアムを巡るツアーを行いました。
　当日は組合員とＪＡ関係者ら54人が参加しました。
　参加者は、羽生市でイチゴ狩りを楽しんだ後、茨城県古河市にあ
る同社の「トゥモローズライフミュージアム」でモデルハウスを見
学。最後に羽生市内の温泉を堪能しました。
　ＪＡ資産管理課の阿部大輔補佐は「積水ハウスと初の試みだった
が大勢の方に申し込みいただいた。今後も事業拡大のためイベント
を企画したい」と意気込みを語りました。

行田中部女性部がみそ作り

イチゴ狩りとモデルハウスを巡るツアー開催

長谷川部長（左から２番目）と成瀬氏（右から２番
目）、味噌を仕込む部員の皆さん

イチゴ狩りを楽しむ参加者らミュージアムのシンボルツリー
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Ｊ Ａ ほ く さ い の 地 域 貢 献 活 動

　ＪＡは２月６日に羽生市のいずみ保育園を招き、㈱ほくさいグリーンア
グリの同市ほ場40㌃で、ブロッコリーの収穫体験を行いました。
　参加者は園児とＪＡ関係者含め95人。
　同社の永沼竹彦統括マネージャーが収穫の仕方を説明した後、園児は２
人１組になってブロッコリーを根本から引き抜いて収穫しました。
　園児は「楽しかった。またやりたい」と笑顔を見せました。

　１月27日にさいたま市浦和区で行われた「2024年度ＴＡＣパワーアップ
埼玉県大会」で、北川辺営農経済センターの須賀大輔係長と、大利根営農経
済センターの富塚賢一係長が、優秀賞に輝きました。
　須賀係長は「北川辺産イチゴ「べにたま」「あまりん」～ブランド化に向
けた取り組み～」と題し、品種の切り替えから栽培農家の確保、販売ＰＲに
ついてこれまでの成果を発表しました。
　富塚係長は「水稲の斑点米カメムシ類対策～大発生したイネカメムシから
水稲玄米を守る～」と題し発表し、ＴＡＣによる防除指導により被害粒の減
少につながったことなどを説明しました。
　須賀係長は「北川辺産イチゴの益々の発展に貢献できるよう活動していき
たい」と、富塚係長は「TACとして地域課題に取組んだ成果に対して評価
頂けた。今後も地域農業に貢献したい」と受賞の喜びを語りました。

　ＪＡは２月７日にＪＡ本店で、羽生市で子ども食堂を運営する「羽生の
杜」（田村信征代表）と、「羽生子育てサポートキャロット」（春山教子代表）
に加須市大利根産イチゴの「紅ほっぺ」８㌜（１㌜/４パック）を寄贈し
ました。ＪＡ営農支援課の渡辺昌美課長が団体の代表に手渡しました。
　キャロットの春山代表は「イチゴは子ども達の大好物。新鮮な果物は大
変ありがたい」と感謝の言葉を述べました。
　渡辺課長は「地元でとれた旬のイチゴを子ども達にたくさん食べてもら
いたい」と語りました。

　２月５日に行田市産業文化会館で、「令和６年度行田市社会福祉協議
会表彰式」が行われ、同協議の行田邦子会長がＪＡ営農支援課の渡辺昌
美課長に感謝状を手渡しました。
　ＪＡは10月に、子育て支援を目的として、同協議会に米の「彩のか
がやき」精米240㌔を寄贈しました。
　行田会長は「社会福祉の増進にご協力いただきありがとうございま
す。」と感謝の言葉を述べました。
　渡辺課長は「今後も地域に貢献する活動を行いたい」と意気込みを語りました。

ブロッコリー収穫体験

ＴＡＣパワーアップ大会でＪＡ職員が表彰

子ども食堂にイチゴ寄贈

ＪＡが行田市社協から表彰

ＪＡは、子育て支援や食農教育を目的に、
ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用し、以下の活動を行いました。

ブロッコリーを収穫する園児

羽生の杜田村代表㊥とキャロットの
春山代表㊨に「紅ほっぺ」を手渡す
渡辺課長

賞状を手にする渡辺課長と行田会長㊧

賞状を手にする富塚係長㊧、ＪＡ埼
玉県中央会坂本富雄会長㊥と賞状を
手にする須賀係長

�



読者の皆さまからたいただいた
お便りをご紹介いたします！
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加　

須　

野
中　

栄
子

耕
し
て
鴉
に
技
量
計
ら
れ
し　
　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

令
和
な
れ
ど
昭
和
百
年
明
け
の
春　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

ど
れ
ほ
ど
の
言
霊
あ
り
や
冬
銀
河　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

蓬
摘
む
小
川
に
か
か
る
丸
太
橋　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

四
股
踏
む
ご
と
両
脚
広
げ
大
根
抜
く　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

麦
の
芽
や
光
と
影
を
糧
と
し
て　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

猫
柳
花
か
木
の
芽
か
問
う
て
み
る　
　
　
　

加　

須　

田
口　

悦
子

恙
な
く
顔
ぶ
れ
揃
ふ
初
句
会　
　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

遠
き
富
士
関
東
平
野
初
日
の
出　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

ひ
な
祭
り
知
ら
ず
に
生
き
て
母
白
寿　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

過
ぎ
し
日
や
風
の
音
き
く
冴
ゆ
る
夜　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

ピ
シ
ピ
シ
と
大
寒
の
朝
音
が
す
る　
　
　
　

羽　

生　

小
暮　

励
子

風
に
乗
り
仕
舞
湯
で
聞
く
除
夜
の
鐘　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

息
白
し
道
で
の
応
援
頼
も
し
き　
　
　
　
　

加　

須　

田
島　

許
子

進
学
や
親
の
背
を
見
て
夜
が
ふ
け
る　
　
　
　

〃　
　

谷
川
常
五
郎

※
５
月
号
へ
の
投
句
は
、
３
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
句
は
折
原
野
歩
留
先
生
の
手
直
し
を
経
て
、
掲
載
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

風
下
に
声
の
集
ま
る
野
焼
か
な　
　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

（
評
）最
近
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
昔
は
耕
地
総
出
で
の
野
焼

き
を
行
っ
た
。
風
に
煽
ら
れ
地
を
走
る
野
火
に
自
然
と
風
下
に
皆
が
集

ま
っ
て
来
る
。
こ
の
句
は
「
声
が
集
ま
る
」
と
し
た
事
で
大
勢
で
あ
る
事

が
理
解
で
き
る
。
か
な
の
詠
歎
止
め
が
功
を
奏
し
た
句
で
あ
る
。

　

シ
ク
ラ
メ
ン
の
出
荷
の
記
事
を
読
ん
で
、

大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま
し
た
。

	

羽
生　
森
田
政
子
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

秋
（
９
月
）
に
白
菜
の
苗
を
い
た
だ
き
、

狭
い
所
に
全
部
植
え
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が

と
て
も
良
く
で
き
た
の
で
す
。

　

家
族
だ
け
で
は
と
て
も
食
べ
き
れ
な
い
の

で
、
友
だ
ち
に
お
裾
分
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
る
場
所
を
草
取

り
し
て
お
り
ま
す
。

騎
西　
野
上
玉
枝
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

月
刊
誌『
家
の
光
』の
詰
将
棋
の
連
載「
加

藤
一
二
三
九
段
」
出
題
が
、
10
月
１
日
に
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
（
最
長
キ
ャ
リ
ア
）
と
認
定

さ
れ
た
こ
と
に
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

　

詰
将
棋
の
連
載
を
始
め
た
の
が
１
９
５
９

年
、
19
歳
の
時
で
、
以
降
65
年
の
長
き
に
わ

た
り
現
在
も
継
続
中
と
の
こ
と
。
今
年
の
５

月
で
創
刊
１
０
０
周
年
と
の
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
加
藤
九
段
に
更
に
記
録
を
伸
ば

し
て
い
た
だ
き
た
い
。行

田　
島
崎
弘
明
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

編
集
後
記
に
あ
る
と
お
り
、
１
に
も
２
に

も
『
健
康
』
で
す
ね
！
今
年
も
元
気
で
野
菜

作
り
頑
張
り
ま
す
！

行
田　
Ｆ・
Ｎ
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

ニ
ュ
ー
ス
ス
ト
ー
リ
ー
に
あ
っ
た
大
玉
梨

「
彩
玉
」
を
お
お
と
ね
市
民
ま
つ
り
の
道
の

駅
売
店
で
購
入
し
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

大
利
根　
Ｙ・
Ｔ
さ
ん

♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥
♥

　

寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
少
し
ず

つ
春
の
気
配
を
感
じ
る
こ
と
も
増
え
、
畑
の

野
菜
を
眺
め
な
が
ら
気
持
ち
が
華
や
い
で
お

り
ま
す
。

	

騎
西　
小
山
チ
エ
子
さ
ん

�



JAほくさい顧問弁護士
弁護士法人 長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
葬
儀
費
用
は
喪
主
の
負
担
？

― 
自
己
負
担
回
避
へ
遺
言
で
定
め
て

①
同
居
も
せ
ず
に
生
活
費
は
払
う
の
？

― 

入
籍
す
れ
ば
払
う
の
が
原
則

私
A
は
、
妻
B
と
知
り
合
っ

て
8
か
月
後
に
婚
姻
届
を
出

し
、
仕
事
関
係
者
に
結
婚
の
報

告
を
し
て
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
別
居
で
し
た
が
、
披

露
宴
や
同
居
生
活
に
向
け
た
準

備
を
進
め
、
週
末
婚
や
新
婚
旅

行
と
称
し
て
週
末
を
共
に
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
Ｂ
は
、

「
あ
な
た
の
支
配
欲
に
付
い
て

い
け
な
い
。
人
生
観
や
価
値
観

が
合
わ
な
い
。
で
も
生
活
費
を

渡
す
義
務
は
あ
る
よ
。
毎
月
送

金
し
て
ね
。
よ
ろ
し
く
」
な
ど

と
言
っ
て
、
B
の
実
家
で
自
営

業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
私
は
B

に
生
活
費
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
す
か
。

父
A
が
亡
く
な
っ
て
、
長
男

で
あ
る
私
B
と
長
女
C
、
二
男

D
が
共
同
相
続
人
と
な
り
、
私

B
が
喪
主
と
な
っ
て
葬
儀
社
と

契
約
し
て
葬
儀
を
執
り
行
い
、

葬
儀
費
用
2
5
0
万
円
を
相
続

財
産
か
ら
支
出
し
ま
し
た
、
と

こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
遺
産
分
割

協
議
に
お
い
て
、
C
か
ら
、
葬

儀
費
用
は
喪
主
が
負
担
す
る
も

の
で
相
続
財
産
か
ら
支
出
す
る

こ
と
は
認
め
な
い
と
言
わ
れ

困
っ
て
い
ま
す
。
喪
主
の
私
が

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
。葬

儀
費
用
は
、
被
相
続
人
自
身

が
生
前
に
自
己
の
葬
儀
契
約
を
し

て
費
用
支
払
を
約
し
て
い
る
場
合

を
除
き
、
相
続
の
開
始
後
に
発
生

す
る
債
務
で
す
か
ら
被
相
続
人
の

債
務
（
相
続
債
務
）
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
喪
主
は
葬

儀
費
用
を
当
然
に
相
続
財
産
か
ら

支
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

葬
儀
費
用
は
誰
が
負
担
す
る
の
か

に
つ
い
て
民
法
は
な
ん
ら
規
定
を

設
け
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
葬
儀
費
用
の
負
担
に

つ
い
て
は
喪
主
負
担
説
、
相
続
人

負
担
説
、
相
続
財
産
負
担
説
等
の

諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
裁

判
例
や
家
裁
の
実
務
で
は
、
葬
儀

費
用
は
喪
主
な
い
し
葬
儀
の
実
質

的
主
宰
者
が
負
担
す
べ
き
と
す
る

見
解
が
強
い
よ
う
で
す
。
従
っ
て

葬
儀
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
共
同

相
続
人
間
で
合
意
が
出
来
な
い
限

り
、
葬
儀
の
主
宰
者
な
い
し
喪
主

が
自
己
負
担
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
喪
主
を
引
き
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
葬
儀
費
用
を
相

続
財
産
か
ら
当
然
に
支
出
で
き
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
留
意
し
、

予
め
他
の
相
続
人
か
ら
葬
儀
費
用

を
相
続
財
産
か
ら
支
出
す
る
こ
と

の
了
解
を
得
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
の
よ
う
な
紛
争
を
避
け

る
た
め
に
は
、
遺
言
で
葬
儀
費
用

を
相
続
財
産
か
ら
支
出
す
べ
き
こ

と
を
定
め
て
お
い
て
も
ら
う
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

①

②

①

②

民
法
は
、婚
姻
の
効
力
と
し
て
、

夫
婦
は
互
い
に
同
居
し
て
協
力
し

扶
助
す
る
義
務
（
7
5
2
条
）
と
、

婚
姻
費
用
を
分
担
す
る
義
務

（
7
6
0
条
）
を
負
う
と
規
定
し

ま
す
。
確
か
に
、
法
律
に
決
め
ら

れ
た
「
互
い
に
同
居
し
て
協
力
し

扶
助
す
る
義
務
」
を
果
た
さ
な
い

配
偶
者
に
対
し
て
ま
で
生
活
費

（
婚
姻
費
用
）
を
払
う
の
は
納
得

で
き
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
は
分

か
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
義
務
は
、
夫
婦

の
他
方
に
自
己
と
同
程
度
の
生
活

を
保
障
す
る
、
と
い
う
生
活
保
持

義
務
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
婚
姻

と
い
う
法
律
関
係
か
ら
生
じ
る
も

の
で
す
。
夫
婦
の
同
居
や
協
力
関

係
の
存
在
と
い
う
事
実
状
態
か
ら

生
じ
る
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
東
京
高
等
裁
判
所
令
和
4
年
10

月
13
日
決
定
）。

従
っ
て
、
仮
に
、
婚
姻
関
係
が

破
綻
し
（
修
復
で
き
な
い
ほ
ど
壊

れ
）、
別
居
に
至
っ
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
法
律
上
の
扶
助
義
務
は
消

滅
し
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
婚
姻

関
係
の
破
綻
に
つ
い
て
、
主
た
る

責
任
の
あ
る
側
か
ら
の
婚
費
分
担

の
請
求
は
、
信
義
則
違
反
（
民
法

1
条
2
項
）
と
し
て
減
額
や
否
定

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

B
は
、「
あ
な
た
の
支
配
欲
に
付

い
て
い
け
な
い
。
人
生
観
や
価
値

観
が
合
わ
な
い
」
等
と
言
っ
て
い

る
の
で
、あ
な
た
の
話
だ
け
で
は
、

破
綻
の
責
任
が
主
に
B
に
あ
る
と

は
言
い
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
あ
な
た
は
婚

費
を
払
う
義
務
を
免
れ
な
い
で
し

ょ
う
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
３
月
14
日
は
―
―
デ
ー
。
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
お
返
し
を
渡
す
の
に

よ
い
日
で
す

❷
お
手
洗
い
と
も
い
い
ま
す

❸
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
セ
ッ
タ
ー
が
上

げ
る
も
の

❹
梅
は
咲
い
た
か
、
―
―
は
ま
だ
か

い
な

❺
日
本
一
長
い
も
の
は
367
㎞
あ
り
ま

す❼
イ
ソ
ッ
プ
―
―　

源
氏
―
―

❾
失
敗
は
成
功
の
―
―

⓫
水
戸
、
尾
張
に
並
ぶ
徳
川
御
三
家

⓬
羽
ば
た
い
て
飛
べ
る
ほ
乳
類

⓭
漢
字
で
は
「
梭
子
魚
」
な
ど
と
書

く
魚

⓯
草
餅
に
よ
く
使
わ
れ
る
植
物

⓰
お
彼
岸
に
参
る
人
も
多
い
と
こ
ろ

⓱
弾
力
が
あ
る
、
噛
ん
で
食
べ
る
菓
子

〈
応
募
の
方
法
〉

・ 

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ご
応

募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
（
行
田

市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・ 

締
切
は
令
和
7
年
３
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・ 

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
２
月
号
の
答
〉
リ
ユ
ウ
ヒ
ヨ
ウ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
―
―
造
っ
て
魂
入
れ
ず

❸
ニ
ワ
ト
リ
の
頭
に
つ
い
て
い
ま
す

❻
エ
ッ
ク
ス
の
次
で
す

❼
赤
の
広
場
や
ク
レ
ム
リ
ン
が
あ
り

ま
す

❽
卒
業
証
書
の
―
―
は
筒
よ
り
フ
ァ

イ
ル
が
主
流
に
な
り
ま
し
た

❿
脚
本
に
書
か
れ
て
い
る
セ
リ
フ
以

外
の
文
章

⓮
地
球
を
暖
め
る
天
体

⓰
ひ
な
祭
り
の
お
吸
い
物
に
つ
き
も

の
の
貝

⓲
ひ
な
祭
り
に
飾
る
花

⓳
春
の
景
色
が
ぼ
ん
や
り
と
し
て
見

え
る
原
因

⓴
細
川
た
か
し
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
―
―

の
渡
し
」

　
３
月
は
年
度
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
普
段
と
違
っ
て
何
か
と
慌
た
だ

し
い
日
々
を
送
る
こ
と
が
多
い
季
節
で
す
ね
。
一
方
で
、
少
し
ず
つ
暖
か

く
な
っ
て
き
て
長
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、
新
し
い
春
の
季
節
を
迎
え
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
個
人
的
に
３
月
は
、
防
災
対
策
を
い
ま
一
度
見
直
す
の
に
良
い
機
会
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
経
路
や
非
常
用
持
ち
出
し
袋
、
非
常
食
や
非
常

用
水
な
ど
会
社
や
ご
家
庭
で
再
確
認
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
春
の
近
づ
き
に
ふ
と
気
が
付
い
て
、
新
た
な
年
度
に
向
け
て
の
期
待
感

も
高
ま
り
ま
す
ね
。

　
健
康
に
は
十
分
留
意
し
、
春
本
番
を
待
ち
ま
し
ょ
う
！

　
�

Ｋ
・
Ｓ

編
集
後
記

☆
１
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。

　
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
小
菅
　
　
静
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
神
田
　
幸
男
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
久
保
寺
和
也
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
榊
原
　
裕
章
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
清
水
　
一
郎
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
熊
倉
　
清
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
杉
浦
め
ぐ
み
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
渡
辺
　
久
子
さ
ま
（
大
利
根
）

�
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